




1 2



再構築後

■ 主な事業指標と目標

■ 事業効果

■ 平成28年度の主な取組

■ 下水道局の評価

■ 第一期再構築エリア（都心４処理区）における枝線の再構築を、江東区亀戸地区などに
おいて694ha実施しました。

■ 老朽47幹線及び幹線調査結果に基づき対策が必要な幹線などの再構築を、西小松川幹線
などにおいて４km実施しました。

■ 下水道管の延命化と経済的耐用年数での再構築により、お客さまの生活の安全性や快適性を
維持・向上します。

お客さまの安全を守り、安心で快適な生活を支えるために

再構築（区部下水道事業の取組）

老朽化した下水道管を再構築することで、将来にわたって安定的に下水を流す機能
などを確保します。

・老朽化対策とあわせて、雨水排除能力の増強や耐震性の向上などを効率的に図る
再構築を計画的に推進します。

・アセットマネジメント手法
１
を活用し、法定耐用年数（50年）より30年程度

延命化し、経済的耐用年数
2
（80年程度）で効率的に再構築します。

・枝線再構築は、中長期的な事業の平準化を図るため、区部を整備年代により三期に
分けて進めます。このうち整備年代の古い都心４処理区（第一期再構築エリア

3
）

の再構築を優先して進め、平成41年度までに完了させます。
・幹線再構築は、昭和30年代以前に建設されて老朽化した47幹線や幹線調査に基づ
き対策が必要な幹線など

4
を優先して進めます。

・水位が高いなどの理由により再構築工事を行うことが困難な幹線については、先行
して下水の流れを切り替えるために必要となる代替幹線などの整備を進めます。

目
的

取
組
方
針

■ 事業指標の達成状況

1 アセットマネジメント手法
施設の状態を評価し、適切な維持管理を行うとともに、ライ

フサイクルコストや中長期的な再構築事業の平準化などを勘案
しつつ、計画的かつ効率的に資産を管理する手法

２ 経済的耐用年数
建設費と維持管理費を加えた総費用を経過年数で除した１年

当たりのライフサイクルコストが最小になる経過年数

３ 第一期再構築エリア
下水道管の整備年代の古い都心4処理区（芝浦、三河島、小

台、砂町：P.1参照）

４ 幹線調査に基づき対策が必要な幹線など
布設後50年以上経過した幹線、土被りが浅く蓋を掛けた構

造となっている蓋掛幹線、幹線調査に基づき対策が必要な幹線

５ 更生工法
既設の下水道管の内面を被覆することにより、更生する工法。

道路を掘って大規模な下水道幹線を撤去し、新しくつくりかえ
る場合に比べて、工期を半分程度以下に短縮することが可能

再構築前

※数値は到達年度までの累計

＜再構築エリアと平均経過年数＞

■ 下水道管の再構築工事は、交通量が多く施工方法や施工時間が制約される道路など、厳しい
施工環境のもとで行っていますが、更生工法を活用して効率的に再構築を進め
ました。その結果、平成28年度の事業を概ね計画どおり進め、第一期再構築エリアの面積の
45％で再構築が完了しました。

（平成27年度末まで） （平成32年度末） （平成33年度以降）

更生工法5を活用した
効率的な再構築を推進

6,564ha

対象16,300haのうち、
10,059haの再構築を完了

平成41年度を目標に、
第一期再構築エリアの
枝線全16,300haの
再構築を完了

これまでの到達点 経営計画２０１６期間 中長期的な目標事業指標

第一期再構築エリア
（都心４処理区）の
枝線を再構築した面積

事 業 指 標 単位
27年度末
累計

28年度
28年度末

累計
32年度末
累計目標値

中長期の
目標値

目標値 実績値

第一期再構築エリア（都心４処理
区）の枝線を再構築した面積

ha 6,564 700 694 7,258 10,059 16,300

老朽47幹線及び幹線調査結果
に基づき対策が必要な幹線などを
再構築した延長

km 61 5 4 65 96 300

事 業 効 果 単位
27年度末
実績値

28年度末
実績値

32年度末
目標値

第一期再構築エリアのうち、下水道管の再構築が
完了した面積の割合

% 40 45 62

＜更生工法による西小松川幹線の再構築＞

再構築前 再構築後
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■ 主な事業指標と目標

■ 事業効果

■ 平成28年度の主な取組
■ 下水道局の評価

お客さまの安全を守り、安心で快適な生活を支えるために

浸水対策（区部下水道事業の取組）

■ 浸水の危険性が高い対策促進地区である「北区堀船、東十条地区」及び「新宿区北新宿
地区」において、１時間50ミリの降雨に対応する施設の整備が完了しました。

■ 「豪雨対策下水道緊急プラン」で定めた50ミリ拡充対策地区である「中野区東中野、
杉並区阿佐谷地区」など２地区において下水道による排水能力を増強する施設の整備に着
手しました。

■ また、文京区千石、豊島区南大塚地区などの特に浸水被害の影響が大きい市街地対策地区に
おいて、１時間75ミリの降雨に対応する施設の整備に着手しました。

■ 浸水の危険性の高い対策促進地区で１時間
50ミリの降雨に対応する幹線やポンプ所
などの基幹施設の整備を優先的に進めると
ともに、下水道管の再構築にあわせて雨水
排除能力の増強を着実に進めてきた結果、
概ね計画どおり事業を進め、下水道50ミリ
浸水解消率は70％に向上しました。

■ 市街地対策地区では、１地区で着手が遅れ
ておりますが、平成29年度に目黒区八雲、
世田谷区深沢地区で１時間75ミリの降雨に
対応する施設の整備に着手する予定であり、
目標達成に向けて施設整備を推進していき
ます。

■ １時間50ミリの降雨に対して浸水被害を順次解消
1
し、お客さまの安全を確保します。

浸水対策を推進することで都市機能を確保し、お客さまが安全に安心して暮らせる
東京を実現します。

・「東京都豪雨対策基本方針（改定）」に基づき、概ね30年後の浸水被害解消を
目標に、１時間50ミリ降雨に対応する下水道施設を整備します。

・大規模地下街や甚大な被害が発生している地区について、整備水準をレベルアップ
した下水道施設を整備します。

・計画規模を超える降雨に対しても、ハード・ソフト両面から対策を検討・実施し、
安全を確保します。

目
的

取
組
方
針

■ 事業指標の達成状況

１ 浸水被害を解消
下水道管内の水位を地表面以下に下げ、１時間50ミリの降雨に対し浸水被害が発生しないようにすること

＜75ミリ施設整備（市街地対策地区）の例＞

▶ 一定規模以上の床上浸水が集中して発生した地区では、
既存幹線の下に新たな幹線を整備するなど、1時間75
ミリ降雨に対応できる施設を建設

※数値は到達年度までの累計

事 業 指 標 単位
27年度末
累計

28年度
28年度末

累計
32年度末
累計目標値

中長期の
目標値

目標値 実績値

50ミリ施設整備

対策促進地区 地区 10（10） 2 2 12（８） 18（2） 20

重点地区 地区 0（6） 0 0 0（６） 5（5） 15

50ミリ拡充施設整備
50ミリ拡充
対策地区

地区 0（2） 0（2） 0（2） 0（4） 1（5） 6

75ミリ施設整備

地下街対策地区 地区 4（5） 0 0 4（５） 7（2） 9

市街地対策地区 地区 0（1） 0（3） 0（2） 0（３） 0（4） 4

事 業 効 果 単位
27年度末
実績値

28年度末
実績値

32年度末
目標値

下水道50ミリ浸水解消率 % 69 70 74

（平成27年度末まで） （平成32年度末） （平成33年度以降）

・対策促進地区全20地区のうち
10地区で完了

・50ミリ拡充対策地区
全６地区で検討に着手、
１地区で一部整備効果を発揮

・地下街対策地区全9地区の
うち４地区で完了

・対策促進地区18地区の対策を完了
重点地区5地区の対策を完了

・50ミリ拡充対策地区全６地区で
一部整備効果を発揮

・地下街対策地区7地区の対策を完了
市街地対策地区全４地区で一部整備
効果を発揮

平成36年度を目標に、
地下街対策地区全9地区
の対策を完了するなど、
全地区の完成を目指し、
引き続き整備を推進

これまでの到達点 経営計画２０１６期間 中長期的な目標事業指標

・50ミリ施設整備
（対策促進地区、重点地区）

・50ミリ拡充施設整備
（50ミリ拡充対策地区）

・75ミリ施設整備
（地下街対策地区、市街地対策地区）

（）内は事業継続地区数

※１ 28年度の（）内の数値は、新規事業着手数
※２ 一部完成した施設を暫定的に稼働させるなどして平成31年度までに効果を発揮

※ 主な取組内容については７、8ページに掲載

※ 下水道の基幹施設などの整備により、1時間50ミリの降雨に対して浸水被害が解消される面積の区部の面積に対する割合

※

＜東京における猛烈な雨の様子（東京アメッシュ）＞ ＜完成した第二十二社幹線の吐口（神田川）＞

吐口を新設

▶ 新宿区北新宿地区において、第二十二社幹線の吐口を
新設し、雨水流出量の増大に対応しました。

※1 ※1

※1 ※1

※2

※2
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